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研究要旨 平成 29 年度は捕獲から処理施設・加工・販売・調理に至る過程における実態調査を

目的として、それらを網羅する 6 つの研究事業を展開し、以下の成果を得た。 
「1. 野生鳥獣の異常の確認方法等に関する研究（前田 健）」では、E 型肝炎ウイルスに対する

抗体保有状況および E 型肝炎ウイルス感染状況の調査をイノシシおよびシカにおいて継続して

実施した。2017 年は 8 県のイノシシ、8 県のシカの血清を用いて実施した。8 県のイノシシ、1
県のシカから抗 E 型肝炎ウイルス抗体が検出された。2 県のイノシシの血清中にウイルス遺伝

子が検出されたが、シカの血清からはウイルス遺伝子が検出されなかった。検出された遺伝子

は遺伝子型 3 と 4 に属していた。ウイルス遺伝子が検出された個体を体重別で比較すると 30kg
以下のイノシシが 18 頭中 12 頭であった。これらのことから、イノシシの多くが 30kg 前後で

既に E 型肝炎ウイルスに感染していることを再確認した。更に、イノシシ及びシカにおける異

常所見に関するデータも収集した。 
「2. 野生シカ・イノシシにおける細菌汚染の実態調査（安藤匡子）」では、狩猟肉の細菌性食中

毒対策の基礎資料として、食利用される野性動物における食中毒細菌の保有状況を調査した。

狩猟肉は、筋肉だけでなく肝臓などの臓器も食利用されるため、腸管内および腸管外臓器から

志賀毒素産生性大腸菌（STEC）およびサルモネラ分離試験を行った。シカ、イノシシ、アナグ

マを調査した結果、糞便から STEC が、肝臓からはサルモネラが分離された。両細菌が同時に

分離された個体はなかった。狩猟肉から人への危害防止のため、可食部位の糞便汚染防止だけ

でなく、解体時には臓器の取り扱いに注意する必要がある。  
「3. 「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガイドライン）」に基づく衛生的な解体処理方法

に関する研究並びに山梨県における野生鳥獣処理施設への HACCP 導入効果の検証（壁谷 英

則）」 
野生鳥獣肉解体処理工程において特に細菌汚染の発生する工程を検証するために「解体処理

工程における作業者、ナイフの細菌汚染」、と体洗浄の重要性を検証するために「野生鹿の被毛

拭き取り検体における衛生指標細菌数」、内臓摘出時における腸管内容物による汚染の重要性を

検証するために「鹿、猪の糞便中の衛生指標細菌数」、ならびに枝肉洗浄におけるトリミングの

重要性を検証するために「水道水、ならびに電解水を用いた枝肉の洗浄効果」について検討し

た。わが国の野生鳥獣肉処理施設 13 施設で処理された、鹿枝肉計 90 検体、猪枝肉 22 検体につ

いて、それぞれ胸部、および肛門周囲部から拭き取りを実施し、一般細菌数、大腸菌群数、大

腸菌数、および黄色ブドウ球菌数を計測した。その結果、洗浄後の枝肉については、①鹿枝肉

の一般細菌数の平均値は、胸部で 3.0x102個/cm2、肛門周囲部で 4.0x102個/cm2であり、いずれ

も、「平成 25 年度と畜場における枝肉の微生物汚染実態調査（厚生労働省）」における牛の平均

値；胸部で 2.8x102個/cm2、肛門周囲部で 1.6x102個/cm2と比べ、高い値となった。②猪枝肉の

一般細菌数の平均値は、胸部で 2.6x103個/cm2、肛門周囲部で 3.3x102個/cm2であり、いずれも、

「平成 25 年度と畜場における枝肉の微生物汚染実態調査（厚生労働省）」における豚の平均値；
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胸部で 2.5x102個/cm2、肛門周囲部で 1.3x102個/cm2と比べ、高い値となった。③剥皮と内臓摘

出の工程順別に洗浄前の一般細菌数を比較した結果、鹿枝肉では大きな差は認められなかった

が、猪枝肉では、「剥皮→内臓摘出」の順で処理された枝肉は、「内臓摘出→剥皮」の順で処理

されたものに比べ、胸部、肛門周囲部、両部位において一般細菌数が高い値となる傾向が認め

られた。 
HACCP 導入による導入効果を検証することを目的として、導入前後に作業工程毎において、

器具、および作業者から拭き取り検査を実施した。HACCP 導入前の拭き取り検査結果を基に、

衛生指導を実施し、HACCP 導入支援として、①HACCP に関する意識調査、②手洗い指導、③

HACCP 学習、④HACCP プラン作成支援、からなる一連の支援を行い、HACCP 導入後に同様

に拭き取り検査を実施したところ、各作業工程における作業者の手指において、1.0 x100 個/検
体以下、ナイフにおいても全て検出限界未満となった。さらに枝肉の拭き取り検査においても

全ての検体において、2.5x10-1 個/cm2 までに減少し、野生鳥獣肉処理施設においても HACCP
導入により、器具、作業者、さらには枝肉の細菌汚染を減少させる効果が認められた。 
「4．「野生鳥獣肉の衛生処理マニュアル」の作成（壁谷 英則、朝倉 宏、杉山 広）」 

平成 26 年に厚生労働省は「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガイドライン）」を作成し、

野生鳥獣の捕獲から調理まで、関係者が実施しなければならない衛生管理に関する指針を網羅

的に記述した。本研究では、このガイドラインを補填し、作業手順の画像を示しながら、一般

衛生管理を含む作業手順を具体的に解説して、各作業手順に科学的根拠を与えるデータも付記

した「野生鳥獣肉の衛生処理マニュアル」を作成した。 
「5. 狩猟時及び食肉処理場における異常の有無を確認する方法の検証（岡林 佐知）」では、鹿

児島県のシカ 3 頭、イノシシ 1 頭、アナグマ 10 頭の計 14 頭の横隔膜・心臓・肺・肝臓・腎臓・

その他のホルマリン固定材料を病理組織学的に検索した。シカでは 2 頭中 2 頭の心筋で住肉包

子虫のシストが確認され、2 頭中 1 頭の肺では好酸球や多核巨細胞の浸潤を伴う好酸球性肉芽腫

性肺炎が観察されたが、抗酸菌や真菌は否定された。アナグマでは、3 頭中 2 頭の横隔膜に住肉

包子虫のシストが観察され、1 頭では好酸球性炎症も伴っていたが、5 頭中 5 頭の心臓ではシス

トは観察されなかった。8 頭中 4 頭の肺では、マクロファージの小集簇巣が散見されたが、抗酸

菌や真菌は否定された。肝臓では 10 頭中 2 頭で好酸球性膿瘍や肉芽腫が、4 頭で線維化を伴う

慢性炎症が認められ、1 頭の胃では胃虫の大量寄生が観察された。今年度は鹿児島県でニホンア

ナグマの病理検査を積極的に実施したところ、アナグマの横隔膜に住肉包子虫のシストが観察

された。アナグマは近年のジビエブームの中で市場に出回るようになっているが、一般的な可

食部である骨格筋については未検索であり、病原体やその病態についての報告も未だ乏しいた

め、今後もさらに綿密な調査が必要と考えられる。 
「6. 解体処理方法に関する研究（杉山 広）」 野生獣解体処理施設では、HACCP 認証取得の

前提として、解体処理施設の一般衛生管理の徹底が求められる。この目的に資する衛生管理手

順書を本研究班で昨年度に作成したが、山梨県でこの手順書を活用した解体処理施設の衛生指

導が実施され、その前後における細菌汚染の実態比較に取り組む機会を得た。まず衛生指導の

前では、施設の解体処理室におけるシンク蛇口栓やナイフから、104CFU 以上の一般細菌が検出

された。しかし衛生指導後は、一般細菌数が検出限界以下になった。この解体処理施設は、2017
年 10 月に県の HACCP 認証を取得した。別の４自治体（千葉県、鳥取県、愛知県、島根県）で

も、合計 7 か所の解体処理施設で拭取り検体の細菌検査を実施した。その結果、解体処理室の

ドアノブや水道蛇口栓などに一般細菌の汚染を認めた。これらの汚染状況は、山梨県の施設と
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おおむね同様の傾向にあった。したがって、山梨県で実証されたような衛生管理手順書による

衛生指導に取り組むことで、他の自治体の解体処理施設においても、施設の清浄化が図れるも

のと推測された。 
「7. 野生鳥獣由来食肉の加工・販売・調理段階での衛生管理実態に関する研究（朝倉 宏）」

では、昨年度実施した、シカ肉及びイノシシ肉を用いた加熱調理に関する実態検証成績として、

調理施設で同一の加熱調理条件下において、異なる衛生実態が示されたことを受け、本年度は、

同一の狩猟・解体工程を経て納入された異なる年齢のシカ肉を対象として、加熱調理を行い、

調理前後での衛生指標菌数の比較成績を求めた。また、加熱前検体間での水分率についても比

較を行った。加えて、ウイルスの加熱調理工程を通じた汚染低減効果に関する知見を集積する

ため、本年度は高耐熱性を示すコクサッキーウイルス B5 を用いて、シカ肉における 60℃加熱

による汚染低減効果を検討した。調理施設におけるシカ肉検体間での遠心遊離水分率は、1 歳の

検体で 18.9%、2 歳の検体で 16.8%となり、5 歳の検体では 13.3%と年齢が上がるにつれ、減少

傾向にあった。加熱前検体における衛生指標菌（生菌数、腸内細菌科菌群数、大腸菌群数）の

検出成績は、同様に 1 歳検体が最も高く、5 歳個体は最も低い数値であった。何れも加熱調理後

には腸内細菌科菌群及び大腸菌群は不検出となった。これらの成績から、検体（原料）間での

ハザードレベルのばらつきを考慮しつつ、加熱条件を設定することが衛生的な調理加工を志向

する上では必要であり、その検証には衛生指標菌あるいは相関性を示す指標を用いたデータの

創出が有用と思われる。低温加熱調理によるウイルス低減効果に関する検討では、約 100g 重量

のシカ肉ブロックを 30 分間湯煎することにより、少なくとも 2 対数個のウイルス力価低減が認

められることが明らかとなった。加熱調理に伴う検体内部温度の挙動は食肉種別等で大きく異

なるとも想定される。多様な調理法等を加味しつつ、実態に即した加熱条件を踏まえた評価成

績を集積することが、ジビエ食肉の衛生管理上、喫緊の課題と思われる。 
 尚、研究成果の詳細は、それぞれの担当者の研究報告書（後出）に譲る。 
 
研究組織 
    研究代表者  髙井 伸二 北里大学 
    研究分担者 前田 健  山口大学 
          安藤 匡子 鹿児島大学 
          壁谷 英則 日本大学 
          岡林 佐知 新薬リサーチセンター（株） 
          杉山  広 国立感染症研究所 
          朝倉  宏 国立医薬品食品衛生研究所 
 
研究協力者  
                米満 研三  山口大学共同獣医学部獣医微生物学教室 

                清水 秀樹  山梨県峡南保健福祉事務所衛生課 

                長尾 義之  鳥取県生活環境部 

                水野 浩子  愛知県健康福祉部保健医療局生活衛生課 

                長尾 義之  鳥取県生活環境部くらしの安心局くらしの安心推進課 

                川瀬  遵  島根県食肉衛生検査所   

          田原 研司 島根県保健環境科学研究所保健科学部 

                伊豆市産業部農林水産課 

                荒川 京子  国立感染症研究所寄生動物部 

                品川 邦汎  岩手大学農学部 

                山﨑 朗子  岩手大学農学部共同獣医学科 
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                上間 匡   国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部 

                山本 詩織  国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部 

                中山 達哉  国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部 

                小西 良子  麻布大学生命・環境科学部 

          森嶋 康之 国立感染症研究所 
                八木 欣平  北海道立衛生研究所 

                池田 徹也  北海道立衛生研究所 

                入江 隆夫  北海道立衛生研究所 

                小林 信一 日本大学生物資源科学部 動物資源科学科畜産経営学研究室 
 
 
Ａ．研究の目的 
 野生鳥獣肉の衛生管理に関して，国は 2014
年秋にガイドラインを策定し，狩猟者・食肉

処理業者・飲食店・販売店が守るべき衛生措

置を明らかにした．これに沿った管理体制の

整備の為には，１）野生鳥獣における病原体

の保有状況の全国的な把握、狩猟された野生

鳥獣の異常の確認方法等に関する研究、２）

ジビエの衛生管理ガイドラインに基づく衛生

的な処理方法の検証、３）ジビエ肉の交差汚

染防止のための取扱方法、調理時の加熱条件

設定等、狩猟現場から食卓に至るまでの野生

鳥獣肉の安全性を担保する衛生管理の知識と

技術の理解醸成が必須である。これまで申請

者らは野生鳥獣の処理量やその肉の消費量が

多い地方自治体の「ジビエ衛生管理ガイドラ

イン・衛生マニュアル」の調査、病原体保有

状況の調査、疫学的背景に基づく科学的な野

生動物由来肉のリスク評価を行い、「野生鳥獣

食肉の安全性確保に関する報告書（平成 26 年

3 月）」を取り纏めたが、狩猟者・処理業者が

解剖・解体の仕方から正常臓器所見を参考に

病変部の異常を確認する際に利用できるカラ

ーアトラスの症例数は圧倒的に不足している。

更に、野生鳥獣肉処理施設における衛生・品

質管理に関する研究は始まったばかりで、家

畜とは違った観点からの汚染指標の新たな設

定が必要である。また、牛・豚の食肉とは違

った観点から野生鳥獣肉の安全な加工・調理

方法など基礎情報も不足している。このよう

な背景から、我が国として野生鳥獣肉に関す

る一定の衛生管理レベル・安全性・品質を十

分に確保できない現況である事と危惧され、

科学的根拠に基づいた狩猟・処理・調理現場

でのカラーアトラス・マニュアル等に沿った

適切な処理方法の確立が望まれる。 
 本研究班では、1)野生鳥獣の異常の確認方

法等に関する研究班に地域と共同研究を実施

している感染症並びに病理学の専門家を配置

し、2)解体処理方法に関する研究では感染

症・公衆衛生の専門家、3)調理方法等に関す

る研究では食中毒の専門家をチームとし、国

として実施すべき科学的根拠に基づく支援策

をモデルとして提示する。我が国には生食嗜

好など独自の食習慣があり、これを踏まえた

我が国独自の食の安全性確保対策を確立する

ことを考慮にいれた本研究は，その点では欧

米の先進国にもない独創的なものと捉えられ

よう。また，将来的には野生鳥獣肉の処理に

も HACCP を用いた衛生管理を導入すること

が求められることが予想され、関連法規を参

照して、これについても検討を進める。 
 平成 29 年度の野生鳥獣由来食肉の安全性

確保に関する研究の目的は、1）自然界におけ

る HEV 感染環を明らかにする（前田）。2）野

生鳥獣における病原体の保有状況の把握、特

に、腸管内（糞便）および腸管外臓器（肝臓）

における STEC およびサルモネラの保有を調

査した（安藤）。3）ガイドラインに基づく衛

生的な解体処理方法に関する研究、ならびに

継続的検討として、わが国の野生鳥獣肉処理

施設で処理された枝肉の拭き取り調査を実施

し、衛生指標細菌数を計測して衛生状態を評

価した。山梨県内の野生鳥獣肉処理施設にお

ける HACCP 導入前後の衛生状況を評価し、

HACCP導入効果について検討した。（壁谷）。

4）わが国の野生鳥獣肉処理施設の現場で使用

できる、一般衛生管理を含めた、具体的で丁
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寧な作業手順について解説した「衛生処理マ

ニュアル」を作成する（壁谷、朝倉、杉山）。 
5）日本各地で捕獲されたイノシシやシカの病

理組織学的検索を実施、解体時に認められた

異常所見と病理組織学的診断結果から正常・

異常の肉眼的判断基準を示す（岡林）。6）山

梨県では 2017 年 10 月に野生獣解体処理施設

が HACCP 認証を取得した。当該施設では、

認証取得に向けて、衛生管理手順書に則した

衛生指導が実施された。そこで、衛生指導の

前後における当該施設の細菌汚染の実態比較

を行い、併せて衛生指導において注視すべき

施設内の設備、什器、使用器具等の特定を試

みた。別の４自治体（千葉県、鳥取県、愛知

県、島根県）の合計 7 か所の野生獣解体処理

施設における拭取り検体についても、細菌汚

染の実態を把握し、山梨県の成績と比較した。

この作業を通じて、衛生管理手順書による衛

生指導に取り組む事により、解体処理施設の

清浄化が図れるかを検証・考察した（杉山）。

7）調理段階における検討では、国として実施

すべき科学的根拠に基づく支援策をモデルと

して提示する。今年度はシカ肉を用いたコク

サッキーウイルス B5 を用いて、同ウイルスの

消長に関する検討を行った（朝倉）。これらの

研究成果は、最終目標として、①全国規模の病

原体保有状況の把握、正常・異常を確認する

ためのカラーアトラスの増改訂版作成、狩猟

者・処理業者に対する講習会カリキュラム・

テキストの作成、②捕獲野生鳥獣処理施設の衛

生管理指針、③ジビエ肉の適切な取扱方法等の

基礎資料等を提供することにある。 
 
Ｂ．研究方法 
平成 29 年度の研究方法は以下の通りである。

１）中国九州地方のシカ、イノシシ、アナグ

マの腸管内（直腸便）および腸管外臓器（肝

臓）における STEC およびサルモネラ保有調

査を実施した（安藤）。２）我々が開発したす

べての哺乳動物種に応用可能な ELISA 系を

用いてイノシシ・シカを中心として様々な動

物で E 型肝炎保有状況を比較した。文献的に

報告がある全国の E 型肝炎ウイルスの調査結

果をまとめた。イノシシの横隔膜および心筋

からの Meat juice を用いて E 型肝炎ウイルス

と日本脳炎ウイルスに対する抗体保有状況を

調査した。カラーアトラスの充実のためのイ

ノシシ・シカからの正常臓器と異常臓器の写

真を集めた（前田）。３）2017 年 8 月および

2018 年 2 月に，山梨県内の食肉処理施設にお

いて解体処理工程における作業者、ナイフの

拭き取り検査、衛生指標細菌数の測定、およ

び 2017 年 5 月から 10 月にかけて HACCP 導

入支援を実施した（壁谷）。４）「野生鳥獣肉

の衛生処理マニュアル」を作成した（壁谷、

朝倉、杉山）。５）自治体や大学研究機関に情

報を呼びかけ、各地方のイノシシやシカ材料

をホルマリン固定で送付して頂き、それらの

病理組織学的検索を実施した（岡林）。６）山

梨県の解体処理施設では、衛生指導の前と後

の計 2 回、解体処理施設にある解体処理室、

加工室、冷蔵室の同一設備、什器、使用器具

について、拭取りによる細菌検査を行った。

その他の自治体については、愛知県は1施設、

千葉県、鳥取県、島根県の 3 自治体において

は各 2 施設で、山梨県の施設と同様の拭取り

による細菌検査を行った（杉山）。７）低温加

熱調理を通じたウイルスの制御効果に関する

検討をシカ肉を用いて比較検証した（朝倉）。 
 
倫理面への配慮 
 イノシシ・シカに関しては、狩猟期に捕獲

あるいは有害鳥獣として捕獲されたものにつ

いて調べた。 
 検出された微生物の中には、野生動物が自

然感染しており、ヒトへの病原性が認められ

る可能性がある場合があるが、その微生物の

最終同定を行い、その不活化方法もしくは安

全な可食部分の採取方法について適切なマニ

ュアルを確立するまでは、情報の取扱いに留

意し、協力機関において、風評被害等の影響

が出ないように配慮した。 
 
Ｃ．研究成果 
 研究は 6名の分担研究者と 32名の研究協力

者並びにそれぞれの所属機関のご厚意によっ
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て実施された。 
 
「1. 野生鳥獣の異常の確認方法等に関する

研究（前田 健）」では、1) 2017 年は 8 県の

イノシシの検査を行なった。そのうち、すべ

ての県でイノシシが陽性となった。これまで、

12 県のうち 11 県、1405 頭中 248 頭（17.7％）

が陽性となった。2)  2017 年は 8 県のシカの

検査を行なった。そのうち、山口県のシカ 1
頭が陽性となった。これまで、12 県のうち 2
県、1230 頭中 3 頭（0.2％）が陽性となった。

3) 2017 年はタイの豚 292 頭、福岡県と和歌

山県のサルそれぞれ 32 頭と 50 頭、鹿児島の

ハクビシン 1 頭、鹿児島のアナグマ 13 頭、山

口と愛媛のノネズミをそれぞれ 71 匹と 48 匹

調査した。タイの豚は 123 頭(42.1%)陽性とな

った。それ以外に、福岡県のサルが 2 頭陽性

となっている。4)イノシシとシカの血清から

HEV 遺伝子検出:イノシシは山口県と千葉県

の 2 頭から検出されたが、シカは検出されな

かった。これまで、イノシシは 995 頭中 18
頭（1.8％）、シカは 976 頭中 1 頭(0.1％)から

HEV 遺伝子が検出されている。5）検出され

た遺伝子の塩基配列を解析した結果、山口の

ウイルスはこれまで同一地域で検出された遺

伝子と同じクラスターを形成しており、遺伝

子型 4 に属していた。一方、千葉県から検出

された遺伝子はこれまで同一地域で検出され

た遺伝子と同じクラスターを形成しており、

遺伝子型 3 に属していた。6）遺伝子が検出さ

れたイノシシの個体情報を比較した結果、18
頭中 12 頭（67％）が 30kg 以下の子イノシシ

であった（表 6）。重要なことは 18 頭中 11 頭

が既に抗体を保有していた。7）山口県および

兵庫県で狩猟されたイノシシ及びシカの内臓

における異常所見の収集を行い、岡林先生の

病理組織の所見で異常が確認されたものを掲

載した(別添) 
 
「2. 野生シカ・イノシシにおける細菌汚染の

実態調査（安藤匡子）」では、狩猟肉による細

菌性食中毒対策の基礎資料として、野生シ

カ・イノシシにおける食中毒菌の保有状況を

調査した。1）同一個体の糞便および肝臓から

STEC およびサルモネラ分離を試みた。シカ

3/23 頭（13.0%）およびアナグマ 3/32(9.4%)
の 糞 便 か ら STEC が 分 離 さ れ 、 シ カ

1/23(4.3%)およびイノシシ 2/28(7.1%)の肝臓

からサルモネラが分離された(表 1）。糞便と肝

臓の両サンプルから分離された個体はなかっ

た。2）シカおよびアナグマから分離された

STEC は、全て stx2b 保有であった(表 2)。O
抗原型は、Og146 および Og26 であり、eaeA
を保有する株もあった。3）シカ 1 頭およびイ

ノシシ 2 頭から分離されたサルモネラは、

API20E で Salmonella enterica subsp. 
enterica と同定された。3 頭は山口県で捕獲さ

れた動物であった。4）アナグマについては、

1)のサンプルを含め、合計糞便 43 サンプルお

よび肝臓 33 サンプルを試験した。分離株は、

1)の糞便からの STEC 3 株のみであり(3/43, 
7.0%)、サルモネラは分離されなかった。 
  
「3. 「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針

（ガイドライン）」に基づく衛生的な解体処理

方法に関する研究並びに山梨県における野生

鳥獣処理施設への HACCP 導入効果の検証

（壁谷 英則）」 1) 野生鳥獣肉の衛生管理

に関する指針（ガイドライン）」に基づく衛生

的な解体処理方法に関する研究： 
①解体処理工程における作業者、ナイフの衛

生指標細菌汚染状況： 
本研究で検討した野生鳥獣肉処理施設で実施

された食肉処理（鹿 8 頭分）において、と体

洗浄、肛門結紮、食道結紮、内臓摘出、剥皮、

枝肉洗浄、および解体の各工程前後における、

作業者の手指、前掛け、およびナイフにおけ

る一般細菌数（平均値、中央値、最小値、お

よび最大値）を表 2 に示す。 
 
②野生鹿の被毛拭き取り検体における衛生指

標細菌数の測定： 
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本研究で検討した鹿 10 頭の皮膚洗浄前後に

おける胸部、肛門周囲部における一般細菌数、

大腸菌群数、および大腸菌数の平均値、中央

値、最小値、および最大値を表 3 に示す。 
  
③鹿、猪の糞便中の衛生指標細菌数： 
本研究で検討した鹿 10 頭、ならびに猪 10 頭

の直腸から採取した糞便 1g 中の一般細菌、大

腸菌、および大腸菌群数の平均値、中央値、

最小値、および最大値を表 4 に示す。 
 
④水道水、ならびに電解水を用いた枝肉の洗

浄効果： 
本研究で検討した鹿 3 頭の枝肉の水道水、電

解水（アルカリ水）、および電解水（酸性水）

で洗浄後の細菌数を測定し、それぞれ洗浄前

の菌数からの減少率の推移を表 5 および図 1
に示す。洗浄前では、鹿 No.2・左・肛門周囲

部において、一般細菌数として検出限界未と

なったが、その他は 8.0x100（鹿 No.3・肛門

周囲部・左）～3.3x102 個/cm2（鹿 No.1・胸

部・右）検出された。水道水を用いた洗浄に

よる洗浄効率（洗浄前の菌数からの減少率）

は 35.4～91.4％であった。一方で、洗浄前と

比較して菌数が増加しているものも認められ

た（鹿 No.1・肛門周囲部・左：-20.5％、鹿

No.2・胸部・左-74.4％）。アルカリ水を用い

た洗浄率は、74.4％～99.4％であった。酸性

水を用いた洗浄率は 91.5～100％であった。 
2）わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理された

枝肉の拭き取り調査： 
 本研究で対象とした施設（鹿 9 施設、猪 7
施設）では、それぞれ内臓摘出と剥皮の順番

が異なるものであった（表 1）。一方、剥皮時

のと体は、鹿は全て懸吊していたのに対して、

猪は、1 施設を除き、全てのせ台を使用してい

た。また、方法は、鹿では、ウィンチによる

牽引が 7 施設で、残り 2 施設は手剥ぎであっ

た。一方、猪施設では、全て手剥ぎであった。 
全体の平均値として、洗浄前→洗浄後の順に、

鹿枝肉胸部;同肛門周囲部で一般細菌数（表 6）

は、6.9x102 個/cm2→3.5x102 個/cm2;1.6x103

個/cm2→4.6x102個/cm2、大腸菌群数（表 7）
は、4.1x100個/cm2→4.0x10-1個/cm2; 4.1x100

個/cm2→1.0x100個/cm2、大腸菌数（表 8）は、

1.0 x10-1個/cm2→1.0 x10-1個/cm2;6.0 x10-1個

/cm2→7.0 x10-1個/cm2、黄色ブドウ球菌数（表

9）は、 7.0x10-1 個 /cm2→ 3.0x10-1 個 /cm2; 
1.3x100個/cm2→1.4x100個/cm2であった。 
猪枝肉胸部で一般細菌数（表 10）は、2.6x103

個 /cm2→3.3x103 個 /cm2; 2.6x103 個 /cm2→

2.9x102個/cm2、大腸菌群数（表 11）は、2.5x100

個 /cm2→1.4x100 個 /cm2; 2.9x100 個 /cm2→

1.9x100個/cm2、大腸菌数（表 12）は、2.5 x100

個/cm2→1.4 x100個/cm2; 2.9 x100個/cm2→1.9 
x100 個/cm2、黄色ブドウ球菌数（表 13）は、

9.0x10-1 個/cm2→4.0x10-1 個/cm2; 5.0x10-1 個

/cm2→6.0x10-1個/cm2であった。 
剥皮と内臓摘出の工程順別に一般細菌数を比

較した結果、鹿枝肉では、洗浄前→洗浄後の

順に、①「剥皮→内臓摘出」では、胸部で平

均値 6.6x101個/cm2→7.4x102個/cm2、肛門周

囲部で平均値 1.6x103個/cm2→4.6x102個/cm2

であった（表 14）。②「内臓摘出→剥皮」で

は、胸部で平均値 1.2x103個/cm2→1.0x101個

/cm2、肛門周囲部で平均値 1.6x103 個/cm2→

4.5x102 個/cm2 であった。一方、猪枝肉では、

①「剥皮→内臓摘出」では、胸部で平均値

5.6x103 個/cm2→7.0x103 個/cm2、肛門周囲部

で平均値 2.7x103個/cm2→3.1x102個/cm2であ

った。②「内臓摘出→剥皮」では、胸部で平

均値 1.6x102個/cm2→7.7x100個/cm2、肛門周

囲部で平均値 2.6x103個/cm2→3.0x102個/cm2

であった。 
3）解体処理工程における作業者、ナイフの拭

き取り検査：2017 年 8 月、および 2018 年 2
月にそれぞれ実施した、食肉処理（鹿各 1 頭

分）において、と体洗浄、食道・肛門結紮、

剥皮、内臓摘出、枝肉洗浄、および解体の各

工程前後において、作業者の手指（左右、表

面全て）、前掛け（100cm2）、およびナイフ（刃

面全て）における拭き取り検体の一般細菌数
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を測定した。衛生指導前の 2017 年 8 月実施分

では、と体洗浄時では何れの検体においても

作業前に、1.5x10-1～7.5x101個/検体であった

が、肛門結紮作業前では、左右の手指で 1.3 
x103～2.6 x103/検体、ナイフで 1.8x102個/検
体であった。さらに、内臓摘出作業前のナイ

フ、解体作業前の左右手指、ナイフで、1.8x102

～3.6 x104個/検体が検出された。その他の検

体は、何れも 8.0x101 個/検体以下であった。

一方、各工程作業後の検体では、手指で

2.8x102～1.8x106 個/検体、ナイフで 2.7x103

～2.3x105個/検体の一般細菌が検出された。一

方、前掛けからは、1.7x100～1.4x102 個/cm2

であった。 
 衛生指導後の 2018 年 2 月実施分では、各工

程の作業前の拭き取り検査では、全ての検体

において、1.4x100個/検体未満であった。さら

に各工程作業後においても、剥皮作業後の左

手指で 2.9x103 個/検体であったが、そのほか

の検体では、全て 1.3 x102個/検体未満であっ

た。さらに、懸吊操作ボタンについては、衛

生指導前では剥皮後、枝肉洗浄後で、それぞ

れ 2.4ｘ103～2.9x103 個/検体検出されたが、

衛生指導後、2．6ｘ100個/検体以下であった。

なお、作業開始前では、衛生指導前後、何れ

も検出限界未満であった。枝肉については、

一般細菌は、衛生指導前で、何れの検体にお

いても 2.8x101 個/cm2 以下、衛生指導後では

1.0x100個/cm2以下であった。さらに、黄色ブ

ドウ球菌は、衛生指導前で、5.0x10-2～5.7x101

個/cm2、衛生指導後では、すべて検出限界未

満であった。 
4）衛生指導内容 
 2017年 8月に実施した衛生指導前の各拭き

取り検査結果をふまえ、食肉処理作業者に対

して、衛生指導を行った（参考資料 3）。特に、

①作業前の施設及び器具の洗浄方法、②各工

程作業前の作業者手指、および器具の洗浄の

徹底、および③食道結紮の懸吊前の実施 に

ついて指導を行った。 
5）胃内容物による施設の汚染 

 2017年 8月に実施した鹿の解体作業におい

て、食道結紮を懸吊後に実施していたことが

確認された。その結果、懸吊時に胃内容物に

よる周辺汚染が観察された。これに対し、食

道結紮を懸吊前に横臥位にて実施する様に指

導をしたところ、指導後に実施した処理では、

胃内容物の逆流による周辺環境の汚染は認め

られなかった。 
 
「4．「野生鳥獣肉の衛生処理マニュアル」の

作成（壁谷 英則、朝倉 宏、杉山 広）」 
「野生鳥獣肉の衛生処理マニュアル」は別添。 
 
「5. 狩猟時及び食肉処理場における異常の

有無を確認する方法の検証（岡林 佐知）」で

は、鹿児島県のシカ 3 頭、イノシシ 1 頭、ア

ナグマ 10 頭の計 14 頭の横隔膜・心臓・肺・

肝臓・腎臓・その他のホルマリン固定材料を

病理組織学的に検索した。シカでは 2 頭中 2
頭の心筋で住肉包子虫のシストが確認され、2
頭中 1 頭の肺では好酸球や多核巨細胞の浸潤

を伴う好酸球性肉芽腫性肺炎が観察された。

念のためチールネルゼン染色、PAS 染色やグ

ロコット染色も実施したが陰性であり、抗酸

菌や真菌は否定された。アナグマでは、3 頭中

2 頭の横隔膜に住肉包子虫のシストが観察さ

れ、1 頭では好酸球性炎症も伴っていたが、5
頭中 5 頭の心臓ではこれらのシストは観察さ

れなかった。8 頭中 4 頭の肺では、マクロフ

ァージの小集簇巣が散見されたため特殊染色

を実施したが、抗酸菌や真菌は否定された）。

肝臓では 10頭中 2頭で好酸球性膿瘍や肉芽腫

が、4 頭で線維化を伴う慢性炎症が認められた

が、特定の病原体は観察されなかった。1 頭の

胃では、胃虫の大量寄生が観察され、胃壁は

慢性炎症により顕著に肥厚していた。 
 
「6. 解体処理方法に関する研究（杉山 広）」

では、HACCP 導入を前提とした野生獣解体

処理施設における施設の一般衛生管理に関す

る調査と検討を行った。 
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(1) 山梨県の施設の細菌検査結果：衛生指導前

においては、加工室のシンク蛇口栓およびナ

イフ、冷蔵室ドアノブ等から 103～104 CFU
以上の一般細菌が検出され、さらに黄色ブド

ウ球菌も検出された。しかし大腸菌および大

腸菌群は検出されなかった（表 1）。一方、衛

生指導後の拭取り検査では、いずれの検査対

象においても、一般細菌数が 103 CFU を超え

るものはなく、また黄色ブドウ球菌も検出さ

れなかった。 
(2) 他の 4 自治体 7 施設の細菌検査：検査した

7 施設の検査結果を解体処理室および加工室

に区分し、各検査対象のうち、一般細菌数が

103 CFU 以上または黄色ブドウ球菌が検出さ

れた検査対象を表 2 にまとめた。なお大腸菌

および大腸菌群は、7 施設のいずれの検査対象

からも、検出されなかった。まず 4 自治体・5
施設の解体処理室においては、ドアノブ、シ

ンク蛇口栓、チェンソー、懸吊器具、剥皮台

から 103 CFU 以上の一般細菌が検出された。

特にシンク蛇口栓、チェンソー、懸吊器具は

104 CFU 以上の高度汚染が認められた。一方、

2 自治体・3 施設の加工室において、ドアノブ

（室外側）やシンク蛇口栓、ナイフ、まな板

から、一般細菌が 103 CFU 以上検出された。

しかし 104 CFU 以上となるような汚染は認め

られなかった。千葉県の B 施設は、解体処理

室および加工室のいずれも細菌汚染は認めら

れず、清浄であると判定された。黄色ブドウ

球菌に関しては、解体処理室および加工室の

いずれにおいても、一般細菌の汚染が低い、

もしくは検出限界以下の検査対象からも、検

出される場合があった。 
 
「7. 野生鳥獣由来食肉の加工・販売・調理段

階での衛生管理実態に関する研究（朝倉 宏）」

では、1. シカ肉からの指標菌検出状況： 加
熱前検体における指標菌検出状況としては、

一般細菌数はすべての検体から検出され、1
歳検体で 3.2ｘ104CFU/ｇ、5 歳個体で 8.1ｘ
103CFU/ｇであった（図２）。腸内細菌科菌群

数については、1 歳検体が 1.2ｘ104CFU/ｇで

あったのに対し、2 歳個体では 4.2ｘ103CFU/
ｇ、3～5 歳個体では 3.6x103～3.9x103CFU/g
と有意に低い値を示した（図２）。大腸菌群数

は 1～3 歳のメス検体からのみ、1.6ｘ102～3.0
ｘ102CFU/ｇが検出された。大腸菌はいずれ

の検体も不検出であった。当該施設における

加熱調理（ロースト）を経て加熱された後の

検体から検出された一般細菌数は 8.0ｘ102～

2.8ｘ103CFU/ｇであった。腸内細菌科菌群、

大腸菌群、大腸菌はいずれも不検出であった。 
2. シカ肉供試検体における水分率：上述の加

熱前検体を対象に遠心遊離水分率を求めたと

ころ、1 歳メス検体は 18.9％と最も高く、2
歳メスで 16.8％、3 歳メス検体で 15.9％、3
歳オス検体で 14.8％、5 歳オス検体で 13.3％
となり、年齢が上がるにつれて、同数値が減

少する傾向が見られた。 
3. 低温加熱調理を通じたシカ肉中でのウイ

ルス汚染制御効果：4℃で予冷した、異なる重

量（58g、73g、104g、122g）のシカ・モモ肉

を対象として、60℃湯煎を行った際の当該検

体中心温度の挙動については、図 3A に記した。

結果として、全ての検体の中心温度が 60℃に

到達するに要した時間は、約 60 分であった。

シカ・モモ肉の中心部位にコクサッキーウイ

ルス B5を検体 50gあたり 4.25～5.25logの力

価となるよう接種し、同様に 60℃湯煎に供し

た。計 4 回の繰り返し試験を通じた結果とし

て、湯煎による加熱経過に伴い、同ウイルス

力価は低減を示し、30 分経過後には検出限界

以下（1.5log 力価/50ｇ）となったが、60 分経

過時においては 2 検体でわずかながら検出さ

れた。同ウイルスを用いた試験管内での生存

性試験では、60℃・60 分間の加熱により、約

4.25log 力価/mL の低減を認めた。以上の成績

より、60℃・60 分間の加熱は、シカ肉におけ

る当該ウイルスの汚染を少なくとも 2 対数個

低減しうることが明らかとなった。 
 
Ｄ．考察 
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「1. 野生鳥獣の異常の確認方法等に関する

研究（前田 健）」では、イノシシの調査によ

り本年度は新たに鹿児島県と香川県が陽性で

あることが判明した。これまで和歌山県を除

く 12 県中 11 県のイノシシに E 型肝炎ウイル

スが感染していることが証明された。これま

で山口県のイノシシが陽性率が高いと考えら

れていたが、本年度の調査により、関東地方

の千葉県や群馬県で抗体の陽性率が高いこと

が再確認され、約半数が陽性であった。  
 シカはほとんど感染していないことが再確

認されたが、本年度も 1 頭陽性個体が存在し

ていたことから、低い感染率ながら感染して

いることが再確認された。 
 体重別の抗体陽性率および遺伝子検出から

考えても 30kg 以下の子イノシシが HEV に感

染し、抗体が陽転するリスクが高いことが再

確認された。 
 現在まで国内の野生動物では遺伝子型 3 と

4 しか検出されていない。ウイルス遺伝子が検

出された個体の多くが抗体を保有していた。

このことは、抗体が出現してもウイルスが持

続して検出されていることを意味しており、E
型肝炎の持続感染により注目する必要がある。  
 
「2. 野生シカ・イノシシにおける細菌汚染の

実態調査（安藤匡子）」では、昨年度までの研

究において、シカおよびイノシシの糞便から

STEC、カンピロバクタ−、黄色ブドウ球菌が

分離された。今年度の研究において、STEC
を腸管内に保有し腸管外臓器（肝臓）にも同

時に保有している個体は認められず、STEC
の生体内移行は認められなかった。狩猟肉の

細菌学的安全性を保つためには、解体時にお

ける糞便汚染の防止が重要であることが強調

された。 
 腸管外臓器（肝臓）からサルモネラ属菌が

分離されたが、同一個体の糞便からは分離さ

れず、昨年度までに行ったシカ 306 頭、イノ

シシ 211 頭の糞便からの分離試験結果からも、

腸管内（糞便中）にサルモネラの存在は希だ

と考えられる。国内の報告においても野性シ

カ、イノシシにおけるサルモネラの分離率は

高くない。しかし、野生動物の解体など臓器

を扱う際には、明確な肉眼所見がなくても直

接の接触は避けるべきである。また、運搬な

どの際に、他の食利用部位（筋肉）と直接触

れない工夫（容器を別にするなど）が望まし

い。 
 ニホンアナグマは、有害駆除対象となった

ことから鹿児島県をはじめ全国的に捕獲数が

増加している中型動物である。シカ、イノシ

シに比べ身体が小さく肉の歩留まりが悪いが、

捕獲者による自家消費の他にジビエ専門店で

の取り扱いもある。本研究において、STEC
を保有することが明らかになった。タヌキ、

アライグマ、ハクビシンなど他の中型動物と

生息行動域が重なることがあり、STEC をは

じめとした病原体を水平伝播する可能性があ

る。狩猟肉を安全に食するため、あらゆる野

生動物が人への病原体を保有する可能性を啓

発する必要がある。 
 本研究で調査したアナグマは、STEC を保

有していたシカ、イノシシと同一地域で捕獲

されており、特有の株が定着していることも

考えられる。今後、同一地域に生息する異な

る動物からの分離株を比較することにより、

地域に定着する株、動物種に特異的な株の存

在を明らかにする必要がある。環境中での病

原細菌の維持を予測することができ、家畜防

疫への応用も期待できる。 
 
「3. 「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針

（ガイドライン）」に基づく衛生的な解体処理

方法に関する研究ならびに山梨県における野

生鳥獣処理施設への HACCP 導入効果の検証

（壁谷 英則）」 
解体処理工程における作業者、ナイフの衛

生指標細菌汚染状況：と体洗浄、肛門結紮、

食道結紮、内臓摘出、剥皮、枝肉洗浄、なら

びに解体作業、各工程の作業により、作業者

の手指、ならびにナイフにおいて、一般細菌

数による汚染が生じることが改めて確認され

た。このことから、枝肉への細菌汚染を防ぐ

ために、各工程の作業終了後には、手指の洗

浄、あるいは手袋交換、ならびにナイフの温
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湯消毒が重要であることが改めて示唆された。

一方で、本研究では、前掛けにおいては、顕

著な細菌汚染は認められなかった。 
「野生鹿の被毛拭き取り検体における衛生

指標細菌数」について検討した。その結果、

野生鳥獣肉処理施設に搬入された直後では、

非常に多くの細菌に汚染されていることが改

めて示唆された。水道水による洗浄により、

各細菌数を減少することが確認されたが、最

大で一般細菌数 4.9x104個/cm2、大腸菌群なら

びに大腸菌で 3.9x103個/cm2、それぞれ残存す

る検体も認められた。水道水によると体洗浄

では、完全に細菌汚染を防ぐことは不可能で

あることが改めて確認された。 
内臓摘出時における腸管内容物による汚染

の重要性を検証するために、「鹿、猪の糞便中

の衛生指標細菌数」を計測した。その結果、

鹿、猪ともに、平均値として糞便 1g あたり、

107 オーダーの一般細菌数が検出されること

が確認され、糞便汚染の指標として、大腸菌

群あるいは大腸菌を対象とした評価の有効性

が確認されるとともに、糞便による枝肉汚染

の危険性について啓蒙するデータとなると考

えられた。 
枝肉洗浄におけるトリミングの重要性を検

証するために、「水道水、ならびに電解水を用

いた枝肉の洗浄効果」を検討した。本研究で

対象とした施設では、枝肉の洗浄に、 
1） 水道水 
2） アルカリ水 
3） 酸性水 

とした、3 段階による洗浄を実施していた。

野生鹿 3 頭の処理について検討し、それぞれ

の洗浄前後における拭き取りを実施した。そ

の結果、水道水による洗浄のみでは、洗浄前

よりも、わずかながら菌数が多く検出された

検体が認められた。このことから、トリミン

グをすること無く水道水のみにより洗浄を行

うことによって、枝肉の細菌汚染を広げる可

能性が示唆された。これに対して、アルカリ

水による洗浄、ならびに酸性水による殺菌に

より、検出限界未満(4 検体)～2.0 x100個/cm2

まで一般細菌数を低減させることが確認され

た。残存する細菌汚染を低減させるためにも、

洗浄前のトリミングの重要性が改めて確認さ

れた。 
わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理された

枝肉の拭き取り調査： 
処理方法の異なる各施設において処理され

た枝肉の一般細菌数を測定した。枝肉の一般

細菌数の汚染は、平均値、中央値ともに、鹿

枝肉の方が低い値となった。鹿枝肉について、

施設別で比較すると、特に、施設 H,および I
において処理された枝肉は特に多くの細菌が

検出された。施設 I で処理された猪枝肉につ

いても多くの一般細菌が検出されていること、

施設 H,I を除いた施設で処理された猪枝肉は

多くの細菌汚染は認められなかったことから、

鹿枝肉と猪枝肉の違いではなく、施設 H,およ

び I における作業において細菌汚染を生じる

原因があるものと考えられた。 
本研究では、特に、剥皮と内臓摘出の順番

の違いに着目し、ガイドラインで指示されて

いる剥皮→内臓摘出の順番と、内臓摘出→剥

皮の順番でそれぞれ処理された枝肉について、

細菌汚染状況を比較した。その結果、中央値

による比較において、鹿では、当該工程順に

よる大きな違いは認められなかったが、猪で

は、剥皮→内臓摘出の順で実施した枝肉の方

が高い値を示した。汚染細菌数が多くなった

原因は、工程順以外にある可能性も考えられ

る。今後、より多くの施設から検体を収集し、

改めて工程順による枝肉汚染の影響について

検討する必要がある。 
山梨県における野生鳥獣処理施設への

HACCP 導入効果の検証：衛生指導前に実施

した拭き取り検査において、各工程の作業前

においても作業者手指、およびナイフから一

般細菌、および黄色ブドウ球菌が検出された

ことから、衛生指導により、手指洗浄の徹底

について、指導を行ったところ、改善が認め

られた。特に、汚染の都度に手指洗浄、ある

いは手袋の交換について指導を行ったところ、

各作業終了後においても、一般細菌数の低減

が認められ、枝肉の汚染する機会も大幅に減

少するものと考えられた。衛生指導内容のう
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ち、特に、①手袋の交換後も、手指を丁寧に

洗浄すること、②ナイフの温湯消毒において、

温湯の量を十分確保すること、に関する指導

が効果的であったと考えられた。一方で、枝

肉の拭き取り検査では、衛生指導前において

も、2.8x101個/cm2以下と、「平成 25 年度と畜

場における枝肉の微生物汚染実態調査」にお

ける牛中央値（胸部 108.1 個/cm2、肛門周囲

部 83.6 個/cm2）と比べても低値を示した。作

業を観察したところ、当該作業者の衛生に関

する意識は高く、剥皮後の枝肉に対しては、

汚染した手指で触れる機会は全く認められな

かったことから、枝肉への細菌汚染は極めて

低く抑えられたものと考えられた。 
胃内容物による施設の汚染：食道結紮につい

て、横臥位にて実施する重要性が改めて確認

された。 
 
「4．「野生鳥獣肉の衛生処理マニュアル」の

作成（壁谷 英則、朝倉 宏、杉山 広）」 
平成 26 年に厚生労働省が作成した「野生鳥

獣肉の衛生管理に関する指針（ガイドライン）」

には、野生鳥獣の捕獲から調理の過程におけ

る衛生管理基準を網羅的に記述している。し

かし作業手順の画像が示されておらず、作業

手順についての解説に一部、具体性の乏しい

表現もあった。また、作業手順に科学的根拠

を与えるデータも、付記されていていなかっ

た。このような問題点を改善し、現場で実際

に使用できるような「衛生処理マニュアル」

を作成されたいとの要望の声が、全国各地の

自治体から、たびたび聞こえてきた。 
研究班では今年度の活動として、上述の問題

点を補うべく、新たなデータもさらに採取し、

議論にも積極的に参加して、外部機関に委託

することで「野生鳥獣肉の衛生処理マニュア

ル」を作成した。このマニュアルが広く活用

されることを希望しているが、不適切な表記

や不十分な内容があれば、ご指摘を頂き、デ

ータの追加も行って、改訂の機会を持ちたい

と考えている。 
 
「5. 狩猟時及び食肉処理場における異常の

有無を確認する方法の検証（岡林 佐知）」平

成 29 年度は鹿児島県のみでの採材であった

が、ニホンアナグマの検査数を増加させるこ

とができた。その結果、アナグマでも横隔膜

に住肉包子虫のシストが観察されることが明

らかとなった。心臓では同様のシストは認め

られなかったが、一般的な可食部である骨格

筋については未検索なため、将来的に検査が

必要であると考えられた。1 頭では胃虫の寄生

も認められ、肝臓でも好酸球性の膿瘍や慢性

化した線維化巣が観察されており、シカやイ

ノシシと同様に寄生虫の感染による内臓病変

と推察された。アナグマは近年のジビエブー

ムの中で市場に出回るようになっているが、

病原体や病態についての報告は未だ乏しいた

め、より綿密な調査が今後も必要と考えられ

る。 
 
「6. 解体処理方法に関する研究（杉山 広）」

解体処理施設における一般衛生管理項目のう

ち、施設の衛生管理については、これまでガ

イドライン等においても具体的な作業手順が

示されていなかった。自治体においても、事

業者への指導に戸惑うことがあるとの声があ

った。今回、山梨県の野生獣解体処理施設に

おいて、一般衛生管理の実施項目のうち、野

生獣の解体処理施設に固有と考えられる設備、

什器、機器等の衛生管理に関して、昨年度に

我々が本研究班で作成した作業手順書が実効

性を持つのかを検証した。なおこの施設は

2017年 10月に県のHACCP認証を取得した。 
山梨県の当該施設における衛生指導前の細菌

検査においては、解体処理室よりも加工室に

おける微生物汚染が顕著であり、特にシンク

蛇口栓やナイフの一般細菌数が非常に高かっ

た。この結果を踏まえて、什器や器具の洗浄

と殺菌に関する作業手順を指導したところ、

すべての検査対象において、一般細菌が 103 
CFU 以下となり、手順書による衛生指導が施

設の衛生管理に極めて有効であることが実証

された。 
 他の 4 自治体の 7 施設においても拭取り検

査を行った。いずれの施設においても、加工
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室は解体処理室と比較して細菌汚染が軽微で

あり、また、枝肉などが直接接触する作業台、

ナイフ、まな板等は清浄であることが確認さ

れた。一方で、解体処理室における懸吊器具

やチェンソー、また加工室も含めてシンク蛇

口栓や室内ドアノブ等は、一般細菌数が高い

という結果が得られた。これは、作業者の手

指等が日常的に接触するにもかかわらず、洗

浄や消毒の対象として見過ごされたためと考

えられた。山梨県の解体処理施設においても、

衛生指導の前には同様の細菌汚染を認めたこ

とから、他の解体処理施設においても、山梨

県の施設と同様の衛生指導を実施すれば、施

設は清浄化されるものと推察された。山梨県

で実証された衛生管理手順書による衛生指導

は、解体処理施設の清浄化に極めて有効と判

断された。 
 
「7. 野生鳥獣由来食肉の加工・販売・調理段

階での衛生管理実態に関する研究（朝倉 宏）」 

本研究では、加熱調理にあたっての原料とし

て用いるシカ肉の水分率及び衛生指標菌検出

状況が検体間で異なることを明らかにした。

同原料の衛生状況把握には、指標菌を用いた

評価が必要とは考えられるが、微生物試験は、

運用上の指標としては活用性に乏しい面も多

く、代替的手法の検討を行うことが、ジビエ

食肉の加工調理施設における運用上の衛生実

態把握検証には有用と考えられる。その際に

は、指標菌数との相関性を評価する必要があ

ると思われる。水分率等については、今後、

検体数を増やし引き続き検討する必要もある

と思われるが、より簡便性を示しうる手法に

ついても引き続き検討したい。 
 保水性については、イノブタと豚との比較

により、前者でより高い数値を示すとの報告

もなされている（村上ら．福岡県農業総合試

験場研究報告．2001 年; 20:89-92）。シカ肉、

イノシシ肉についての食肉としての品質評価

等については、産地や時期等の多様性等から

例示されることは少ないが、今回の結果から

は、より多くの地域や年齢、時期等の要素を

含めた総合的な評価を通じ、微生物学的品質

との関連性を示しうる要素の抽出を図りうる

可能性が示唆される。 
 ジビエ食肉を原因として発生する食中毒に

よる健康被害については腸管出血性大腸菌、E
型肝炎ウイルス等の公衆衛生的危害性の高さ

が指摘されている。一方で、食肉におけるこ

うした病原体の生残挙動について明示する資

料は極めて限定的であり、わが国で捕獲され

るジビエ食肉の調理段階における微生物学的

危害性を明確化することは調理時の加熱条件

を検証する上で欠かせない資料となりうる。

本研究では、ノロウイルスを想定しつつ、よ

り耐熱性の高いコクサッキーB5 ウイルスを

用いた 60℃下での添加回収試験を行った。ノ

ロウイルスは 63℃以上で確実な低減効果を示

すとの報告もあるが（ UK FSA. 2015. 
https://www.food.gov.uk/science/research/foo
dborneillness/b14programme/fs101120）、多

くの研究報告ではマウスノロウイルスを用い

ており、ヒトノロウイルスとの生存挙動に関

する相違性は不明である。また、食品マトリ

ックスがマウスノロウイルスの消長に大きく

影響を及ぼすとの報告もあることから、本研

究で示しえた知見は新規性に富むと考えられ

る。今後は実際に提供される調理品の加熱工

程を可能な限り模した形で検討を進め、加熱

条件の例示を行うことで、HACCP 導入支援

の一助となることが期待される。 
 更に、猪についての加工調理工程における

検証についても今後精力的に行う必要性が高

い項目と位置付けられよう。そのためには、

自治体との更なる連携強化を図りつつ、対応

を行うべきと考える。 
 
Ｅ．結論 
１．国内の多くの県で E 型肝炎ウイルスはイ

ノシシに感染している。特に、関東近辺では

イノシシの抗体陽性率が高い可能性がある。

30kg 以下の子イノシシが HEV に感染してい

るリスクが高い。E 型肝炎ウイルスがイノシ

シでは持続感染している可能性がある。食肉

として利用されるイノシシによく似た豚での

持続感染を検討する必要がある。東北地方で
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の HEV 感染の情報が欠落している。イノシシ

が少ないのでしょうがないかもしれない。  
２．狩猟肉として主に利用されるシカ、イノ

シシだけでなく、アナグマにおいても腸管内

（糞便）に食中毒細菌を保有することが明ら

かになった。狩猟肉による食中毒の防止対策

として、糞便による汚染防止が重要であるこ

とが改めて示された。シカ、イノシシの腸管

外臓器（肝臓）からサルモネラが分離された

ことから、狩猟捕獲した野生動物の解体時の

臓器の取り扱いは、精肉する筋肉とは接触さ

せない工夫などの注意が必要である。 
３．野生生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガ

イドライン）」に基づく衛生的な解体処理方法

手順書を作成した。一連の食肉処理工程によ

り、作業者の手指やナイフに細菌汚染が発生

すること、被毛、および糞便中の細菌数を示

し、これらの枝肉への汚染源としての重要性

を示した。水道水による洗浄のみでは、枝肉

の細菌汚染を広げる可能性が示唆され、洗浄

前のトリミングの重要性が改めて確認された。 
HACCP 導入に伴う衛生指導により、一般

衛生管理の徹底について作業者の意識を高め

ることは、野生鳥獣肉の衛生的な処理におい

て、非常に効果的であると考えられる。一連

の作業についても、従来の処理方法の改善点

が確認され、適切な衛生指導をすることで、

作業者のより一層の衛生的な処理に関する意

識を高められたと考えられた。食道結紮を横

臥位にて実施する重要性が改めて確認された。 
４．解体処理業者・利用者向けのカラーアト

ラス作成のため、正常肉眼写真から病態写真

まで様々な写真を収集し、またその病態につ

いても病理学的に検索してきたが、シカ、イ

ノシシ、アナグマのいずれにおいても寄生虫

性疾患が主体であった。肝臓に寄生する肝蛭、

消化管内寄生虫、また、寄生虫により膿瘍や

肉芽腫等の形態的病変を形成する場合には、

作業者も肉眼病変として判断し易い。しかし、

住肉包子虫のシストなど、シカでの検出率は

非常に高いが肉眼では判断できない病原体に

ついて、いかに作業者や消費者にその危険性

を啓発するかが、今後の課題であると考えら

れた。 
５．山梨県の野生獣解体処理施設で、施設に

おける一般衛生管理の方法について、拭取り

による細菌検査による検証を行った。衛生管

理指導前には一般細菌数が高く、黄色ブドウ

球菌も検出される検査対象が認められた。一

方、衛生管理手順書に則して衛生指導を行っ

た後は、いずれの設備、什器、使用器具も清

浄な状態となった。衛生管理手順書を用いた

衛生指導により、一般衛生管理が達成できる

と判断された。 
６．飲食施設の協力を得て、異なる年齢のシ

カ肉を対象とした衛生試験を通じ、若齢個体

では相対的に高い衛生指標菌数を示すと共に、

水分率についても同様に若齢個体で高い傾向

を示した。いずれの個体も当該施設における

加熱調理により、糞便汚染指標菌は不検出と

なったが、こうした衛生的な調理条件の検証

にあたっては、原料の年齢等の要素を加味し

つつ進める必要性が示唆された。また、湯煎

による 60℃・60 分加熱はシカ肉中のコクサッ

キーB5ウイルス汚染を少なくとも 2対数力価

低減させることが示された。今後は、現行の

調理実態を踏まえた上で、代表的な複数の加

熱条件を対象として、腸管出血性大腸菌や E
型肝炎ウイルス等の生存挙動を定量的に示す

ことで、HACCP 導入時の検証を支援しうる

知見の提供へとつなげたい。 
 
Ｆ．健康危険情報 

食利用するすべての野生動物が人への病原

体を保有する可能性があり、安全に取り扱う

方法を啓発する必要がある。 
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２．学会発表 
１）前田 健「動物から学ぶ感染症：SFTS, E
型肝炎、オーエスキー病、インフルエンザな

ど」家畜伝染病等危機管理対策強化講習会（宮

城会場：ホテル白萩 2017/12/5） 
２）前田 健「動物から学ぶ感染症：SFTS, E
型肝炎、オーエスキー病、インフルエンザな

ど」家畜伝染病等危機管理対策強化講習会（岡

山会場：岡山県農業共済組合連合会 6 階大会

議室; 2017/11/20） 
３）前田 健「野生鳥獣肉の衛生管理に関わ

る専門講習会」山口県主催 2017/10/18（山口

市セミナーパーク）2017/10/20（周南市周南

総合庁舎７階大会議室） 
４）前田 健「野生動物と家畜の共通感染症

および人獣共通感染症について－その基礎か

ら最新の情報まで－」野生獣衛生体制整備推

進確立対策事業 講習会（前橋ラシーネ、群

馬県）2017/9/3 
５）Kenzo Yonemitsu、Shohei Minami、Nao 
Nagata、Ryusei Kuwata、Hiroshi Shimoda、
Ai Takano 、 Ken Maeda. Detection of 
anti-viral antibody in meat juice（Meat juice
からの抗ウイルス抗体検出）第 65 回日本ウイ

ルス学会学術集会 2017.10.24-26 大阪国

際会議場（大阪府） 
６）下田 宙、米満研三、南 昌平、長田奈

緒、鍬田龍星、高野 愛、森川 茂、前田 健

「シカより分離されたマダニ媒介性トーゴト

ウイルスの野生動物の疫学的調査」第 160 回

日本獣医学会学術集会 2017.09.13-15 鹿

児島大学（鹿児島） 
７）米満研三、南 昌平、長田奈緒、鍬田龍

星、下田 宙、高野 愛、東良俊孝、高井伸

二、前田 健「Meat juice を用いた抗体検出

法の確立」第 160 回日本獣医学会学術集会

2017.09.13-15 鹿児島大学（鹿児島） 
８）米満研三、上村耕一郎、前田 健、佐藤 
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宏「山口県のニホンイノシシから得た大鉤頭

虫（Macracanthorhynchus hirudinaceus）」
第 160 回 日 本 獣 医 学 会 学 術 集 会 

2017.09.13-15 鹿児島大学（鹿児島） 
９）米満研三、南 昌平、長田奈緒、鍬田龍

星、下田 宙、高野 愛、前田 健「横隔膜

や心筋からの Meat juice を用いた抗体検出法」

第 32 回 中 国 四 国 ウ イ ル ス 研 究 会 

2017.06.10-11 川崎医科大学（岡山） 
10 ）鍬田龍星，下田 宙，杉山弘樹，

Thanmaporn Phichitrasilp，Nutcha Nuansri，
Siriwan Khomkrajang， Teeraporn Srinivat，
Warunee Buadok ， Noppadol 
Prasertsincharoen ，  Sathaporn 
Jittapalapong，Worawut Rerkamnuaychoke，
前田 健「本邦イノシシにおける日本脳炎ウ

イルス・ゲタウイルス感染の血清疫学調査」

第 69 回日本衛生動物学会大会 2017.04.15—
16 長崎大学医学部（長崎） 
11）中村昂紀、戸田美都季、冨野由通、御供

田睦代、穂積和佳、岩元由佳、中堂園文子、

山本正悟、藤田博己、藤田信子、本田俊郎、

角坂照貴、門馬直太、島﨑裕子、糸川健太郎、

石原加奈子、畑井仁、安藤匡子：鹿児島県の

野生動物における志賀毒素産生性大腸菌保有

状況．第 21 回腸管出血性大腸菌感染症研究会，

鹿児島（鹿児島県医師会館），2017 年 11 月 17
−18 日． 
12）中村昂紀、戸田美都季、御供田睦代、山

本正悟、藤田博己、藤田信子、本田俊郎、石

原加奈子、安藤匡子：トカラ列島口之島の野

生動物およびマダニにおける病原性細菌保有

調査．第 70 回日本寄生虫学会南日本支部大

会・第 67 回日本衛生動物学会南日本支部大会

合同大会，鹿児島（奄美市 AiAi ひろば），2017
年 11 月 4−5 日． 

13）戸田美都季、中村昂紀、畑井仁、安藤匡

子：ニホンアナグマの志賀毒素産生性大腸菌

およびサルモネラの保菌状況．第 160 回日本

獣医学会，鹿児島（鹿児島大学），2017 年 9
月 13-15 日. 
 
３．講演会 
１）前田 健「イノシシ・シカによる人獣共

通の主要感染症について」奈良県畜産協会 

2016/12/16 橿原市／リサイクル館かしはら 
２）前田 健「イノシシ、シカによる人獣共

通の主要感染症等について」岡山県畜産協会 

2016/12/12 (岡山県テクノサポート岡山) 
３）Ken Maeda “Surveillance of vector- and 
food-borne infectious diseases among Asian 
countries” 2016/11/14  CCP 2nd Joint 
Seminar (Thailand, Chonburi, Bangsaen 
Heritage hotel) 
４）前田 健「野生鳥獣肉の衛生管理講習会」

10 月 19 日産業技術センター（宇部）、10 月

21 日日置農村環境改善センター（長門）、10
月 31 日萩市民館（萩）、11 月 2 日健康づくり

センター（山口）、11 月 7 日周南総合庁舎（周

南） 
５）前田 健「野生動物と家畜の共通感染症

および人獣共通感染症について-E 型肝炎、節

足動物媒介感染症、オーエスキー病、狂犬病

を中心にー」群馬県畜産協会（前橋テルサ、

群馬県）平成 28 年 9 月 11 日(日) 
６）前田 健「イノシシ、シカによる人獣共

通の主要感染症等について」平成 28 年度野生

獣衛生体制整備緊急対策事業全国推進会議

（東京、第 2 デイアイシービル）2016/6/8 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
なし
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